
実証実験レポート

【2023年度】一日でも 早く 「あたり 前のく ら し 」を取り 戻すため

に。「富山県発」衛星データ 解析技術で被災箇所の全容把握を目

指す（松嶋建設株式会）

更新日：2023/08/15

【イ ンタ ビュ ー対象者】

松嶋建設株式会

松嶋幸治様

松嶋建設株式会社は、「地域のあたり 前の暮ら し を下支えし 、技術革新で一歩先へ。」をビジョ ンに掲

げ、砂防、河川メ ンテナンス、除雪などに取り 組んでいる企業です。近年はド ローンやITなどの新技術を

取り 入れ、現場作業の安全性向上、効率向上にも 力を入れています。今回は、災害時に被災地の「あたり

前」を一日でも 早く 取り 戻すために衛星データ を活用できないかと 、「Dig i-PoC TOYAMA（デジポッ ク
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と やま）実証実験プロジェ ク ト 」に参加。そこ から 見えてきた課題や成果について、松嶋建設株式会社

（以下、松嶋建設）松嶋幸治様にお話を伺いまし た。

「あたり 前のく ら し を守るためのウェ ルビーイ ング」を。

富山県に住む人々と 共に創り 出し たい

松嶋建設は立山砂防に携わって半世紀以上。富山平野の安心安全のために使命と 誇り を持って地域の

暮ら し を下支えし ている会社です。例えば、私自身も 冬の間は深夜から 早朝にかけて除雪車に乗り 、地

域の皆さ んが通勤・通学する道を除雪するこ と があり ます。朝になれば皆さ んが安心し て歩ける、車で

走れる道になるよう に整える。決し て派手ではあり ませんが、必要な仕事だと 誇り を持っています。



その上で、近年は積極的にド ローンやＩ Ｔ などの新技術を取り 入れ、現場作業の安全性向上、効率向上

にも 注力し ています。今まで培ってきた技術を生かし 、より 発展さ せる方法はないか？産学連携や異業

種連携により 新技術開発や研究を推進できるのではないか？と 模索し ていると き、富山県のホームペー

ジで「Dig i-PoC TOYAMA（デジポッ ク と やま）実証実験プロジェ ク ト 」の参加企業募集を見つけまし た。

我々のモッ ト ーは「あたり 前のく ら し を守る」こ と です。こ のプロジェ ク ト が目指す先は「日常生活を

守るためのウエルビーイ ング」を創り 出すこ と 、それなら お役に立てるのではないかと 思っ たんです。

そし て何より も 富山県の人々と 一緒に地域の課題解決のための実証実験に取り 組めるこ と に魅力を感

じ て応募し まし た。

衛星データ を活用し 、広範囲の被災箇所をいち早く 把握

W EBアプリ を通し て早期の普及に役立てる



今回我々が行っ た実証実験は、衛星データ を活用し 、広範囲の被災箇所をより 早く 把握するためのWEB

アプリ の作成です。きっ かけは2023年6月に立山町でおきた豪雨災害です。我々は災害支援活動と し

て現地にも 泊まり 込みで行きまし たが、被災箇所の把握に多大な時間がかかり まし た。どこ の道路なら

安心し て使えるのか、どの堤防が決壊し ているのか、どの集落が孤立し ているのかなど、実際に現地に

行く までわから ない状態でし た。そのと き、復旧をサポート するプロたちがも っ と 早く 必要な情報を

取得できたら 、そう 感じ たのです。

そこ で、衛星情報をも と にし て広範囲の被災箇所を一早く 把握できるよう なWEBアプリ の開発を目指

すこ と にし まし た。

実際、今回の実証実験では、現場確認及び総括を松嶋建設、衛星データ はNECネッ ツエスアイ 株式会社

様から 購入し 、画像解析は富山県立大学にお願いし てスタ ート し まし た。衛星データ の解析と いう と 、

北海道大学や九州大学など専門的に取り 組んでいる大学も あり ますが、今回は富山県に住む学生ら と

取り 組むこ と に意味があると 考え、協力の依頼をし まし た。正直、衛星写真の解析は一筋縄ではいきま

せんし 、実証実験の期間も 限ら れていますから 、こ の決断はかなり のチャ レンジでし た。し かし 、実験

が進むに連れて、こ の決断は間違いではなかっ たと 感じ たのです。



アプリ

SNSを活用し た積極的な情報発信で世界と つながる

専門家たちと の出会いが可能性を広げていく



衛星データ の解析は、想像以上に苦労し まし た。こ れまでド ローン画像の解析の経験はあり まし たが、

衛星データ の解析はまっ たく はじ めてのこ と 。知識すら ほと んどない状態から のスタ ート でし たので、

と にかく 調べまし た。ただ、衛星データ についていく ら 調べても 解析の技術や手法について説明さ れて

いる資料はほと んど出てきません。当然思う よう な情報が得ら れず、ト ラ イ アンド エラ ーを繰り 返し ま

し た。

また、衛星データ の精度は天候に左右さ れる部分も 多く 、雨雲が多すぎると 正確なデータ が取得できず

使えない、角度が悪いから 解析できないなど、想定以上の問題が発生し まし た。そのう え、衛星画像は

決し て安価なも のではないので、予算の面でも 考えるこ と は多かっ たです。



ただ、我々のこ れまでの経験上、「（その分野の）本物に出会えば、どんなに難し い問題も 解決に近づく 」

と いう 確信があり まし た。そこ で、まずは情報発信をし ていく こ と 、さ ら には外部専門家への接触をす

るこ と にし たんです。

具体的には我々の実証実験に関する情報を、失敗も 含めてSNSで積極的に発信するよう にし まし た。

すると 、専門家の方の目に留まるよう になり 、専門の技術を持っ た方々から 連絡がく るよう に。こ れら

のきっ かけを逃さ ずに交流を続けていく と 、衛星解析の書籍に携わっ たスタ ッ フ の方や北海道大学・衛

星専門家の先生と も 面談できたり 、JAXAのコ ンソ ーシアムにも 参加できまし た。こ れら のご縁は現在

も 続いており 、東京大学の先生方と の面談も 予定し ています。

そう し て各分野に携わる「本物の方々」に出会う につれて、我々だけでなく 、参加し ている学生メ ンバー

の目の色も 変わってきまし た。技術的な向上はも ちろんですが、それ以上にやる気がみなぎってく るん

です。学ぶ意欲であっ たり 、自分が取り 組んでいるこ と への意味であっ たり 。こ れまでやってきたこ と



が間違いではなかっ たんだと 確信に変わるこ と で、新し いアイ ディ アも 生まれてく るよう になり まし

た。

学生メ ンバーと の取り 組み

現時点では、こ の実証実験において目覚まし い成果が出ていると は言い難いのですが、可能性はどんど

ん広がっていっていると 実感し ています。3月にはJAXA主催のコ ンソ ーシアムミ ーティ ングで５ 分間

のスピーチを予定。そこ でまた我々の思いをお伝えできれば、さ ら に仲間が増え、できるこ と も 増えて

いく はず。人と 人がつながって生まれる可能性を実感できたこ と は、今回こ の実証実験に参加し たメ ン

バーにと っては何より も の成果だと 思います。



「富山県から 世界へ」。

画像解析経験ゼロの学生ら が未来を切り 開く

2024年1月に起きた能登半島の地震でも 、衛星データ の活用技術には注目が集まり まし た。今回のプロ

ジェ ク ト に参加し てく れた学生メ ンバーも 、実際に被災現場に足を運び、災害の大きさ を目の当たり に

し て自然の恐ろし さ を感じ ると 共に、自身が携わっている衛星データ の解析技術の必要性を強く 感じ

たと 話し ています。



また、イ ンタ ーネッ ト を通し て多く の方々と 情報交換をするこ と で知識を得るだけでなく 、自分ら が住

んでいる場所から メ ッ セージを発信できると 実感し たそう です。

イ ンタ ーネッ ト が一般的に普及し 、オンラ イ ンでのやり 取り があたり 前になるまでは、アメ リ カ に行か

ないと できない、専門的に学ぶには都会に行かなければいけないと いっ た常識があり まし た。し かし 、

今は違います。やり 方次第では、「富山県から 世界に向かって」あら ゆるこ と を発信できます。そのこ と

を、学生メ ンバーが証明し てく れまし た。

我々が考える「ウエルビーイ ングな世界」と は、「あたり 前のく ら し を、あたり 前に過ごす

」のこ と 。「あたり 前」がいかに大切なも のか普段は見失いがちだけれど、誰かのあたり 前はいつも 誰か

が支えているんです。だから こ そ、誰かの役に立つための技術を、今後も 磨き上げていきたい。そし て

誰も が憧れるかっ こ いい仕事と は少し 違う かも し れないけれど、建築業の素晴ら し さ や可能性を少し

でも 多く の人に感じ ても ら いたいと 思います。

今後も 、災害の多い日本と いう 場所で、誰かの安心や安全につながっていけばと 強く 願っています。


